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北海道北東部中生界の層序・構造および変成作用
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　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　The　Kitami　area，northeastem　Hokka過o，is　underlain　by　the　Mesozoic　sediment＆ry　and

volcanic　rocks，which　are　stratigraphic翫11y　classified　into　the　fbllowing　three　groups　in　the　as－

cending　order：the　Yubetsu，the　Nikoro　and　the　Saroma　Groups。The　Hrst　and　the　last　consist

argely　of　shale　and　sandstone，while　basic　volcanic　rocks　predomin＆te　in　the　second．The

fbssils　inlimestone　ofthe　Nikoro　Group　resemble　thosein　the　upPerJurassic　Torinosulimestone

ofshikoku，The　saroma　Group　contains励6h彪spP。indicating　an　upPerJurassic　age。

　　TheMesozoicstratafbmanasymmetricalsynclinoriumplungingtothenorth，theaxial

plane　ofwhich　dips　to　the　west。

　　Metamorphic　minerals　of　the　prehnite－pumpellyite　metagreywacke魚cies　are　widely

fbund　in　basic　volcanic　rocks　ofthe　Nikoro　Group　and　also　in　some　ofthe　Yubetsu　and　S＆roma

Groups，The　rocks　would　have　su饒red　a　burial　metamorphism．

　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　の資料を検討して中生界の層序・構造の大綱を示すこと
まえがき

豊頃一北見帯の北部にあたる北見地域には，新第三系

の基盤をなして，中生界が広く分布している．これにつ

いては，古くより金・銀・水銀・マンガンなどの鉱床調

査に関連して部分的にはかなり詳しく調べられていた

が，全体としては不明な点が多く，ながらく時代未詳中

生層または先白亜系として扱われてきた．ところが1960

年代になるとこの地域の5万分の1地質図幅調査が次々

と実施され，中生界に関する知識が著しく増大した．筆

者の一人寺岡もこの調査に従事し，すでに報告したよう

に，いくつかの新知見を得た．一方，橋本・奥村は，変

成岩研究の立場からこの中生界に興味をもち，最近岩石

薄片を再検討して，それが低度の変成作用をうけている

ことを明らかにした．HAsHIMoToeta1。（1970）は，その

成果にもとづいて，　「目本変成相図」のこの地域にぶど

う石・パンペリー石相を表示した．しかし，豊頃一北見

帯の変成作用については従来ほとんど知られていないの

で，ここにその概要を報告する．また，この機会に既存
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にする．

　この研究に際し，地質調査所の沢村孝之助技官から多

数の岩石薄片の提供を受け，また貴重な御助言を賜っ

た．また猪木幸男技官には原稿を読んでいただいた．こ

こに記して謝意を表する．

1．層　序

北見周辺の豊頃一北見帯では，西部に砂岩・頁岩など

の砕屑岩からなる地層群が，東部には塩基性火山岩を主

とするものが発達し，サロマ湖南岸付近では後者にかこ

まれて砕屑岩層群が分布する．かつてこれら中生代の3

層群は，それぞれ湧別層群，輝緑凝灰岩層群（または先

白亜系）および佐呂間層群とよばれ，湧別層群は輝緑凝

灰岩層群と断層関係にあるが，層序的には後者の上位に

重なる佐呂間層群に対比されるもので，湧別・佐呂間両

層群は下部蝦夷層群相当層または輝緑凝灰岩層群ととも

に空知層群に相当するものと考えられていた（福富ほか，

19363福富ほか，19363橋本，1952，1960a，1960b）．

　ところが寺岡ら（寺岡ほか，1962；山田ほか，1963）

は，湧別層群がこの地域の中生界の下部をなすもので，
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その上位に仁頃層群（従来の輝緑凝灰岩層群）と佐呂間

層群が順次整合に累重することを明らかにした．そし

て，仁頃層群産の鳥ノ巣型化石や佐呂間層群から採取さ

れたBπ6h毎spp。および中生界全体の岩相層序などから

して，仁頃層群と佐呂間層群は上部ジュラ系で，それぞ

れ空知層群の山部層と主夕張層に対比可能であり，湧別

層群もおそらくジュラ系に属し，目高累層群の神威層群

（長谷川ほか，1961）に相当するものとみなした．この

ような見解はその後の調査結果とも矛盾しないので，本

論でもそれに従うことにする．

　以下，中生界の層序・構造を記述するわけであるが，

これはおもに下記のような5万分の1地質図幅および説

明書にもとづくものである：生田原（山田ほか，1963），

小利別（鈴木・浅井，1963），サロマ潮・三里番屋，（黒

田・寺岡，1964），留辺蘂（沢村・秦，1965），本岐（山口

・沢村，1965），端野（石田ほか，1968），北見（石田・沢

村，1968）．

　1．1湧別層群（YubetsuGroup）

　湧別層群は留辺蘂付近からサロマ湖西岸にかけて広く

分布し，ほぼNNE－SSWの一般走向を示し，多くの走

向断層で切られ，部分的には摺曲もしているが，大局的

には東側ほど上位の地層が露出し，全層厚は10，000m以

上にも達すると推定される．遠軽図幅地域の本層群につ

いてはまだよくわかっていないので，ここでは生田原図

幅地域のものを中心に記述する．

　生田原図幅地域では，下位から上位へ，次のような層

序が認められる．各層は整合に累重する．

　安田層（下限不明，800m以上）　下部は中～細粒砂

岩を主とし，上部は砂岩頁岩厚互層と粗粒砂岩からな

る．

　旭野層（約1，500m）　砂岩と頁岩がさまざまな厚さ

をもって交互する互層からな窮全体として砂岩がちで

ある．まれに凝灰岩を挟む．

　旭峠層（約850m）　中粒砂岩を主とし，頁岩を伴
う．

　二線層（約1，400m）　中粒砂岩・頁岩からなり，こ

れらは多くの場合3～20mの厚さで交互する．級化層理

を示す中～薄互層もあり，その発達は北方ほど著しい．

　大成層（約L200m）　頁岩を主とし，頁岩砂岩薄互

層，凝灰岩を伴う．凝灰岩は厚さ数m以下で，少なくと

も4層準にあり，まれにチャートや石灰岩の小岩体を伴
う．

　瑞穂層（約3，500m）　頁岩砂岩互層と厚層をなす塊

状の中～粗粒砂岩からなり，量的には前者がはるかに優

勢である．互層は級化層理のよく発達したフリッシュ型

の薄互層を主とし，中～厚互層を伴う．塊状砂岩は本層

の上半部に多いが，これは層厚や粒度の側方変化に富

み，ときおり厚さ数m以下の中礫礫岩を挟む．以上のほ

か，瑞穂層にはまれながら礫質泥岩・チャートおよび凝

灰岩もみられる．

　若佐層（約1，100m）　塊状の中～粗粒砂岩を主と

し，頁岩砂岩互層や礫岩を伴う．これらは瑞穂層のもの

と大差ないが，礫岩の層厚はときに50mにも達する．粗

粒砂岩の発達は北方に向かって悪くなり，遠軽・サロマ

湖両図幅地域にはいると下位層との区別が困難になる．

　中園層（約430m）：湧別層群の最上部をなすもの

で，ほとんど頁岩ばかりからなる．仁頃層群の直下では

凝灰岩やチャートの薄層が挟在する．

　湧別層群の砂岩は灰緑～暗灰色を呈し，粗いものほど

緑色を帯び，しばしば頁岩の同時侵食礫を含む．砂粒は

角ばり，淘汰不良で，それを構成するものとしては，安

山岩～玄武岩質火山岩が最も多く，そのほかチャート・

砂岩・粘板岩・長石・石英・角閃石・単斜輝石・黒雲母

などがある．また，まれには砂粒としてパンペリー石・

ぶどう石などを含む緑色岩や緑れん石・緑閃石をふくむ

緑色片岩がみとめられる．有色鉱物は比較的新鮮で，砂

粒としてだけでなく，火山岩片中にも普通にみられる．

砂岩組成からして，粗粒堆積物の主要供給源は中～塩基

性火山岩であったことがわかる．層群全体としてみる

と，北方にいくにつれ砂岩の発達がわるくなり，堆積物

が細粒化する傾向がある。この傾向は瑞穂・若佐両層で

とくに顕著である．泥質岩は一般に頁岩質で，粘板岩ま

たは千枚岩と称すべきものはみられない．礫岩はよく円

磨された中礫，ときに大～巨礫を含む．礫種としては，

チャート・砂岩・粘板岩・安山岩・玄武岩・閃緑岩・花

闇岩などがあり，まれに黒雲母片麻岩などの変成岩もみ

られる．以上のような外来礫のほか，同時侵食礫として

角ばった頁岩礫が多い．凝灰岩は中～塩基性のもので・

黄緑ないし暗緑色を呈し，風化すると赤褐色になる場合

もある．一般にごく細粒であるが，瑞穂層ではごくまれ

に安山岩の岩片や軽石片を含む．チャートは淡青・灰白

・赤など種々の色を呈する縞状または塊状のもので，厚

さ数m以下のレンズ状岩体をなして挟在する．凝灰岩や

チャート中にはときにRadiolariaが含まれている．な

お，湧別層群からはまだ時代決定に有効な化石はみいだ

されていない．

　1．2仁頃層群（NikoroGroup）
　塩基性火山岩を主とし，頁岩・凝灰質砂岩・礫岩・チ

ャート・石灰岩を伴う地層群で，層厚は数1，000mに達

すると推定される．このような地層群は断続的ながら豊
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頃一北見帯に広く分布し，サロマ湖岸から南は豊頃山地

にかけ追跡される．

北見地域の仁頃層群は，後述のように複向斜構造をな

しているが，東西両翼でかなり岩相を異にする．すなわ

ち，西翼では湧別層群最上部の頁岩上に整合に重なる凝

灰質砂岩をもってはじまり，塩基性火山岩中には凝灰質

砂岩のほか頁岩もひんぱんにはさまれている．一方，東

翼では下限不明で，砕屑岩のはさみは少なく，とくに端

野図幅地域南東部から小利別・本岐両図幅地域にかけて

はほとんどみられない．南北方向の岩相変化についてみ

ると，南部よりも北部の方が砕屑岩に富む傾向がある．

本層群の場合，かなり著しい岩相の側方変化を示し，し

かも広域にわたって追跡されるような適当な鍵層がみら

れないこと，また塊状岩が多く層理面がわかりにくいこ

となどのため，全体的に層序区分は困難である．比較的

層序のよくわかっているサロマ湖図幅地域では，凝灰質

砂岩・頁岩・塩基性火山岩・チャートなどが交互する下

部，塩基性火山岩が主体をなす中部および頁岩からなる

上部とに3分される．上部の頁岩は端野図幅地域にも幅

狭く分布し，その直下に礫岩が2（・3層挟在する．

　塩基性火山岩は大別すると，熔岩と火山砕屑岩とに分

けられる．しかし，両者の識別は容易でないこともあ

る．熔岩とおもわれるものは，細粒のふっうの玄武岩，

粗粒玄武岩，粗面岩，安山岩などをふくむ．多くの揚

合，斜長石・単斜輝石・かんらん石がおもな一次鉱物で

あるが，斜長石とかんらん石は，ほとんど再結晶し，前

者は曹長石化し，後者は緑泥石の化像になっている．単

斜輝石はしばしば赤味を帯びたチタン輝石で，一般に再

結晶をまぬがれて，残留している．なおまれに閃緑岩や

はんれい岩などの粗粒岩体もあり，前者は褐色普通角閃

石を残している．

　火山砕屑岩は，径数cm以下の岩塊をふくむ火山角礫

岩ないし凝灰角礫岩であり，風化面では角礫構造が肉眼

でみとめられる．一般には種々の岩片をふくむ異質角礫

岩であり，沢村・秦（1965）は異質礫の中に，紅れん石一

緑泥石一石英片岩や緑れん石一緑泥石一緑閃石片岩などの

礫を記載している．

　凝灰質砂岩は複向斜西翼の仁頃層群下部によく発達す

るが，これは暗緑～青緑色を呈する塊状のきわめて堅硬

な岩石で，安山岩～玄武岩で代表される火山岩片に富

み，結晶粒として斜長石・輝石・石英などを含み，さら

にチャート・粘板岩などの岩片も含む．また，湧別層群

の場合も同様に，砂粒として緑れん石や緑閃石を含む緑

色岩および緑色片岩がみられる．礫岩の礫はチャート・

砂岩・粘板岩・輝緑岩・玄武岩などからな動その最大

径は数10cmにも及ぶ．第1図に示すように，頁岩は留

辺蘂付近からサロマ湖岸にかけ断続的に分布し，層序的

には本層群の下部と上部に多く，概して層理の発達がわ

るい．なお，上記の頁岩は暗灰～灰黒色のものである

が，このほか赤褐色の凝灰質頁岩も少なくない．チャー

トは赤褐・淡緑・灰白など様々な色を呈し，縞状をなす

場合が多い．そして，これに伴いしばしばマンガン鉱床

が胚胎している．石灰岩は灰白色で塊状を呈し，通例厚

さ数m以下，ときに25mをこえるレンズ状岩体をなして

挟在する．部分的には鮪状石灰岩もあり，またチャート

と互層する湯合もある．

仁頃山付近から訓子府南東にかけての石灰岩からは次

のような化石を産する（遠藤・橋本，19593HAsHIMoTo，

1960b；山田ほカ㍉　1963）．S夢あηαsp。，Chaetoid　cora1（？），

砂6ηψ07痂吻z　c£♂o肱伽η3YABE＆ToYAMA，PJ67ψ妙渉oπsp・シ

ハ4α67ρρ076泥αsp，，．乙髭ho604伽ηz　sp。，3翻oη2碗o窺oψhαクoんq即規α乞

YABE＆SuGIYAMA，S渉70窺α纏07α（彫魏70灘渉ψ07σ）spP・，＆

（pα7α5≠70η3α此ψ07α）sp．，Tb5α5〃oη観クαゐ6∫HAsHIMoTo，ハ4π一

1ψ076JJα力53魏IJ伽渉6π㍑θHAsHIMoTo，瀬乞」砂07∫伽窺た伽一

雁6n廊HAsHIMoTo，M．spP．など．チャートや凝灰質頁

岩にはしばしばRadiolari＆が含まれている．

　1．3佐呂間層群（Sar・maGroup）

　サロマ湖南東岸の浜佐呂間付近に向斜構造をなして分

布し，仁頃層群とは整合関係にある．本層群は砂岩をも

ってはじまり，頁岩砂岩互層をへて頁岩でおわる層厚約

1，300mの地層群で，次のように区分される．

　下部（約400m）　砂岩を主とし，下半部では頁岩を

ひんぱんに挟み，ときに細～中礫礫岩や石灰質団塊をふ

くむ．砂岩は中粒のものが普通であるが，一部には頁岩

片に富む粗粒砂岩もある．いずれも灰緑色を呈し，湧別

層群の場合同様に砂粒として火山岩片が多い．

　中部（約400m）　頁岩と細粒砂岩が通例1～10cm

の厚さで交互する頁岩がちのフリッシュ型薄互層からな

る．

　上部（約500m）　ほとんど頁岩ばかりからなり，し

ばしば植物片や炭質物を含み，最上部から上部ジュラ紀

型の挽6h¢αspp．を産する．・この貝化石はかなり変形し

ているが，厚さ1m内外の化石層から比較的多産し，そ

のなかにはLata　Oxfbrdian～Kimmeridgianに特徴的

なB鰐h伽60πoθη∫7∫昭（SowERBY）やβ。功魏6η325HoLDHAus

にちかV・ものが含まれている（寺岡ほか，19623黒田・

寺岡，1964）．

2．地質構造

第1図に示すように，本地域の中生界は全体として複
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北海道北東部中生界の層序・構造および変成作用（寺岡・橋本・奥村）

向斜構造をなし・佐呂間層群はその軸部に・仁頃層群は

両翼に，湧別層群は西翼だけにそれぞれ発達する。複向

斜軸は浜佐呂間からNE－SWないしNNE－SSWの方向

性をもって仁頃山東斜面にのび，いったん断層で転位す

るが，その南方延長は小利別まで追跡される．中生界の

最上部をなす佐呂間層群は複向斜軸部の北端部だけにあ

らわれ，その下位にひきつづく仁頃層群上部の頁岩は南

方にいくにつれ分布の幅を減じ，ついには尖滅する．ま

た，地層の傾斜は東翼よりも西翼のほうがはるかに急で

ある．このような地層の分布や傾斜からして，大局的に

はこの複向斜は北方に沈下し，軸面が東に倒れた非対称

のものであることがわかる，

　仁頃層群の主体をなす塩基性火山岩および凝灰質砂岩

は一般に塊状を呈するため，その詳しい構造はよくわか

らない．しかし，層状をなす一部の火山砕屑岩や頁岩・

石灰岩・チャートなどのはさみの部分で測定された走向

・傾斜およびこれらの分布状況からみると，複向斜東翼

の仁頃層群は場所によってかなり走向を異にするが，一

般走向はNE－SWで，20～500NWの傾斜を示す．
ただし，端野図幅地域の西部では部分的に地層が急傾斜

し，ときには逆転している場合もある．訓子府南方の山

地では多くの断層で切られて地塊化しているが，走向・

傾斜の変化からみると，ゆるやかな摺曲をくりかえして

V・るようである．

　複向斜西翼では，西から東へ，湧別・仁頃・佐呂間の

3層群が順次配列し，NNE－SSW方向の顕著な帯状構

造を示す．これらは多くの走向断層で切られ，地層の欠

如や繰返しがみられる．既述のように，湧別層群の層序

的位置については異論があるが，これは仁頃層群の下位

にひきつづくもので，両者の整合関係は生田原図幅の南

部から留辺蘂図幅地域にかけて認められる，瑞穂層は佐

呂間別川断層の両側に広く分布し，湧別層群上半部の主

体をなすが，これは薄互層に富む地層で，しばしば小摺

曲を示し，とくに変形が甚だしい．第1図に示してある

主要な走向断層の付近では，かなりの範囲にわたって地

層がNW－SEの走向を示す場合がある．その好例は佐

呂間別川断層の西側やサロマ湖図幅地域でみられる．こ

のような現象からして，西翼の中生界は単純な単斜構造

ではなく，走向断層のためわかりにくくなってはいる

が，摺曲をくりかえしながら大局的には東ほど順次上位

の地層があらわれるような構造をなしていることがわか

る．佐呂間別川断層以西の湧別層群は東に55～80。傾き，

一方その東側では多くの場合地層が逆転し，80。内外の

角度をもって西に急斜している．なお，地層の上下判定

は級化層理によってなされる．それによると仁頃・佐呂

間両層群も部分的には逆転しているが，一般には東傾斜

を示し，その角度は数10。以上である．概して複向斜軸

にちかづくと傾斜がゆるくなる．

3．変成作用

　湧別・仁頃および佐呂間の3層群より採集された岩石

試料の薄片150枚あまりを検鏡した．その結果によると，

これらの岩石はすべて変成再結晶作用をうけており，各

種の変成鉱物が形成されている．おもな鉱物は，パンペ

リー石・ぶどう石・緑泥石注1）・白雲母・方解石・曹長

石・石英・白チタン石であり，沸石類およびスティルプ

ノメレンはみいだされない．また・緑れん石および緑閃

石は，前節で述べたように，湧別・仁頃両層群の砂岩中

の緑色岩や緑色片岩石砕片にはみとめられるが，上に列

挙した変成鉱物類と共生しているものはみとめられな

い。

　変成鉱物のうち，パンペリー石とぶどう石について，

その産出地点を第2図に示した．この図には，母岩の種

類も塩基性火山岩および砕屑岩の2つに大別して示して

ある．パンペリー石は塩基性火山岩の残留斜長石をおき

かえたり，岩石を網状につらぬく細脈をなし，また母岩

の空孔を充填している．一方，ぶどう石はパンペリー石

とともに脈をなしたり，空孔を充填するほか，砕屑岩の

基質部にも産する．検鏡した薄片におけるパンペリー石

とぶどう石が別個に，および一緒に産出する頻度は，そ

れぞれ

　パンペリー石　　　　　　　20％

　ぶどう石　　　　　　　10％

　パンペリー石・ぶどう石　　5％

である．そして，両鉱物をふくむ組合せは，次のようで

ある．

　以上の岩石学的所見をまとめると，この地域の変成岩

の特徴は次のようである．

　a．塩基性火山岩および同質の火砕岩に，パンペリー

　石が広く産出する．ぶどう石の産出はやや少なく，

　両者の組合せはさらにまれである．

注1）緑色のフイロ珪酸塩鉱物は鏡下で識別が困難であるが，ある試

　　料より水簸によって分離されたものをX線粉末回折法により検討

　　したところ緑泥石の像が得られた．しかし，多数の試料について

　　検討したわけではない．
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北海道北東部中生界の層序。構造および変成作用（寺岡。橋本・奥村）

　b．砕屑岩にも変成鉱物としてぶどう石を産する．

　c．変成鉱物としての緑れん石および緑閃石はみいだ

　されない．

　d．沸石類およびスティルプノメレンはみいだされな

　い．

　これらの特徴は，本地域のうけた変成作用が，ぶどう

石・パンペリー石変グレイワッケ相のそれであることを

示している．

　このような特徴をもつ変成域は，たとえばNew　South

WalesのLyndhurst地方（SMITH，1968），丹沢山地南部

（SEKI　et　aL，1969），丹波地方（HAsHIMoTo　and　SAITo，

1970），Maine州Greenlaw－Mooseleuk：Lake地方（Co－

ombs，HoRDDYsKI　and　NAYLoR，1970〉コOdenwald，Ke1－

1erwaldおよびhhn－Dill地方（MElsL，1970）など多くの

地域から記載報告されている．

　しかし，本報の変成域をふくめて，これらの各地にお

ける変成鉱物の産出や組合せは，それぞれ少しづつ異な

ってV・る．たとえば，Lyndhurst地方ではン本報の地域

に相当する帯においても緑れん石が産出するし，丹波地

方ではぶどう石がほとんどみいだされない．またGre－

enlaw－Mooseleuk　Lake地方ではフパンペリー石・ぶど

う石帯にも緑閃石が生じているという．

　しかし，このような低温変成域においては，個々の鉱

物の産出は，産状の記載を伴わない限り，その鉱物が組

合せの中でどのような役割りを果しているのか，判断し

にくいことが多V・．HAsHIMoTo（1972）は，緑色岩中の

緑閃石が残留単斜輝石をおきかえている場合と，岩石の

基質部においてパンペリー石や緑れん石と共生する場合

とを区別することが変成反応の解析において重要である

ことを指摘した．上掲の各変成域における鉱物の産出の

記載は，一般に不十分であって，したがって，それぞれ

における緑れん石や緑閃石の産出の有無の変成論的意味

づけは，大変むつかしい．いいかえれば，各変成域間

の，鉱物の産出における差異が，変成作用の物理条件の

差を示しているものか，原岩の組成の差の反映なのか，

さらに再結晶作用の進み方の違いにもとづくものなの

か，判断しにくい場合が多い．

　なおこの地域の中生界は3層群とも，ぶどう石とパン

ペリー石を含む鉱物組合せで特徴づけられるものであ

り，沸石類や緑閃石は産出しない．したがって，すべて

一つの鉱物相（ぶどう石・パンペリー石変グレイワッケ

相）に属するものと思われ，変成鉱物組合せの変化にも

とづく変成分帯はできない．したがって，変成作用の物

理条件の変化，たとえば温度上昇が，地質構造やあるい

は埋没深度とどのような関係にあるかというような，地

質条件は明らかでない．

　しかし，前に述べたような変成鉱物組合せの特徴のみ

ならず，すべての岩石が顕著な片状構造を示さず，かつ

これら中生層が非常に厚いというような点からして，こ

の地域の変成再結晶作用は，いわゆる埋没変成作用によ

るものと考えてよいであろう。

ま　と　め

　北海道北東部の北見地域には中生界が広く分布してい

る．これは北方に沈下する非対称複向斜構造をなしてお

り，下位から湧別・仁頃および佐呂問の3層群に区分さ

れる。これら3層群はそれぞれ整合関係にあり，湧別・

佐呂間両層群は主として頁岩・砂岩から，仁頃層群はお

もに塩基性火山岩からなる．産出化石からして，この地

域の中生界はジュラ系（主としてその上部）に属するも

のと考えられる，

　本地域の中生界には，ぶどう石パンペリー石変グレイ

ワッケ相を示す各種の変成鉱物が広範にわたりみいださ

れる．これらは，おそらく埋没変成作用によって形成さ

れたものであろう．
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